
（５） ふくおか県議会だより

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

次
期
農
林
水
産

振
興
基
本
計
画

に
基
づ
い
て
中

山
間
地
域
の
農

業
振
興
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
問
う
。

Ａ
　
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
が
中
心

と
な
り
、Ｊ
Ａ
や
市
町
村
、
生
産
者

等
と
連
携
し
、
中
山
間
地
域
の
特

性
に
あ
っ
た
収
益
性
の
高
い
、
お

茶
や
果
樹
な
ど
の
生
産
振
興
を
図

っ
て
き
た
。
最
近
で
は
新
品
目
の

生
産
も
進
む
。
生
産
者
と
企
業
・

大
学
と
の
連
携
に
よ
り
、
荒
廃
農

地
を
再
生
し
、
栽
培
し
た
果
樹
使

用
の
ゼ
リ
ー
や
ジ
ェ
ラ
ー
ト
と
い

っ
た
加
工
品
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
特
産
物
づ
く
り
を
進
め
振
興

を
図
る
。

能
古
島
の
甘
夏

に
代
表
さ
れ
る

中
晩
柑
の
生
産

振
興
を
ど
う
行

っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

Ａ
　
中
晩
柑
は
海
岸
線
沿
い
な
ど
温

暖
な
地
域
で
の
生
産
が
盛
ん
で
、

こ
う
し
た
地
域
で
は
温
州
み
か
ん

と
並
ん
で
柑
橘
農
家
の
経
営
を
支

え
る
重
要
な
品
目
。
こ
の
た
め
県

の
高
収
益
型
園
芸
事
業
を
活
用
し
、

防
風
ネ
ッ
ト
や
貯
蔵
庫
な
ど
の
施

設
整
備
を
支
援
し
、
収
量
や
品
質

の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

国
の
事
業
を
活
用
し
、
消
費
者
ニ

ー
ズ
が
高
く
、
高
価
格
で
取
引
さ

れ
て
い
る
品
種
「
不
知
火
」
な
ど

の
導
入
を
支
援
し
て
い
る
。

新
年
度
当
初
予

算
案
に
、
県
内

企
業
の
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
登
録
制
度
」

を
創
設
す
る
と
あ
る
が
、
制
度
の
概

要
と
拡
大
策
を
知
事
に
伺
う
。

Ａ
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
積
極
的
な
企
業
の

取
り
組
み
内
容
を
県
が
広
く
公
表

し
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
を
「
見
え

る
化
」
す
る
制
度
。
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
や
人
材
確
保
な
ど
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
来
年
度
の

創
設
を
目
指
し
て
い
る
。
商
工
団

体
や
金
融
機
関
な
ど
に
は
会
員
や

顧
客
に
制
度
の
周
知
を
行
っ
て
も

ら
い
、
そ
の
他
の
事
業
者
に
も
様
々

な
県
の
広
報
媒
体
を
活
用
し
て
登

録
を
促
す
。

学
校
教
育
の
情
報

化
は
大
事
だ
が
、

授
業
力
、
熱
意
が

あ
る
教
員
こ
そ
財

産
で
は
な
い
か
。Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
時

代
の
教
員
の
指
導
力
に
つ
い
て
教
育
長

に
問
う
。

Ａ
　
教
員
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能

力
に
は
、
使
命
感
や
責
任
感
、
教
育

的
愛
情
、
教
科
に
関
す
る
専
門
的
知

識
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
重
要
性

は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
時
代
で
も
不

変
。
経
験
豊
富
な
ベ
テ
ラ
ン
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

ス
キ
ル
に
長
け
た
若
手
ら
が
そ
れ
ぞ

れ
の
強
み
を
生
か
す
「
チ
ー
ム
学
校
」

と
し
て
の
組
織
的
教
育
活
動
を
展
開

安部 弘彦
（遠賀郡）

田中 大士
（福岡市西区）

大塚 勝利
（福岡市東区）

壹岐 和郎
（北九州市小倉北区）

工
事
で
、
国
が
権
限
代
行
で
実
施

の
赤
谷
川
を
含
む
県
管
理
の
道
路
、

河
川
、
砂
防
、
直
轄
砂
防
事
業
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
見
通
し
を
伺

う
。

Ａ
　
県
管
理
公
共
土
木
施
設
の
原
形

復
旧
は
２
１
７
カ
所
で
完
了
し
、

今
年
度
末
で
す
べ
て
完
成
予
定
。

改
良
復
旧
で
は
、
道
路
は
２
路
線

３
区
間
す
べ
て
完
成
、
河
川
は
13

の
う
ち
２
河
川
が
完
成
し
出
水
期

前
ま
で
に
３
河
川
が
完
成
予
定
。

砂
防
57
カ
所
で
は
出
水
期
前
ま
で

に
６
割
が
完
成
予
定
。
直
轄
は
今

年
度
内
に
全
体
の
５
割
が
完
成
す

る
と
伺
っ
て
い
る
。県

立
特
別
支
援

学
校
配
備
の
分

身
ロ
ボ
ッ
ト「
オ

リ
ヒ
メ
」
の
活

用
状
況
と
評
価
、
さ
ら
な
る
学
習
機

会
の
拡
充
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
教

育
長
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ
　
訪
問
教
育
対
象
児
童
生
徒
の

授
業
に
お
け
る
通
学
生
と
の
交
流

活
動
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
地
域
小
・

中
学
校
と
の
交
流
場
面
な
ど
で
活

用
。
分
身
ロ
ボ
ッ
ト
を
遠
隔
操
作

し
て
の
授
業
参
加
で
学
習
意
欲
向

上
が
図
ら
れ
、
社
会
参
加
意
識
を

高
め
る
効
果
も
期
待
で
き
る
。
今

後
は
、
難
病
等
で
長
期
療
養
中
の

高
校
の
生
徒
の
学
習
支
援
へ
の
活

用
な
ど
に
努
め
て
い
く
。

心
の
問
題
を
抱

え
る
子
ど
も
た

ち
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
心

理
支
援
面
で
の
児
童
養
護
施
設
の
高

機
能
化
を
図
る
べ
き
。
そ
の
際
、
児

童
心
理
治
療
施
設
の
機
能
を
活
用
す

べ
き
で
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
問
う
。

Ａ
　
子
ど
も
た
ち
へ
の
心
理
療
法
は
、

心
理
的
困
難
の
改
善
、
安
心
・
安
全

研
修
会
、
専
門
家
チ
ー
ム
に
よ
る

助
言
の
実
施
等
の
取
り
組
み
に
よ

り
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

歯
科
衛
生
士
は

売
り
手
市
場
に

も
関
わ
ら
ず
、

養
成
校
は
定
員

割
れ
が
散
見
さ
れ
る
。
入
学
者
数
確

保
の
た
め
の
広
報
経
費
や
施
設
・
設

備
の
補
助
金
、
就
学
資
金
貸
付
・
助

成
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

Ａ
　
全
国
歯
科
衛
生
士
教
育
協
議
会

の
調
査
で
は
、
全
国
の
養
成
校
に
お

け
る
令
和
３
年
度
の
入
学
定
員
充
足

率
は
91
・
２
％
で
約
半
数
の
学
校
は

定
員
を
満
た
し
て
い
な
い
。
入
学
者

確
保
の
た
め
に
は
働
き
や
す
い
職
場

環
境
整
備
が
必
要
。
県
の
歯
科
医
師

会
な
ど
関
係
団
体
と
協
議
し
、
取
り

組
み
方
を
検
討
し
た
い
。

令
和
４
年
度
分

の
保
険
者
機
能

強
化
推
進
交
付

金
・
介
護
保
険

保
険
者
努
力
支
援
交
付
金
に
係
る

評
価
結
果
の
全
国
順
位
、
交
付
見

込
額
と
そ
の
全
国
順
位
、
こ
の
結

果
に
対
す
る
見
解
、
取
り
組
み
を

伺
う
。

Ａ
　
本
県
の
令
和
４
年
度
の
評
価

結
果
は
全
国
47
位
、
交
付
見
込
額

は
２
２
５
８
万
３
千
円
で
全
国
41

位
。
当
該
交
付
金
が
創
設
さ
れ
た

平
成
30
年
度
の
評
価
結
果
は
全
国

６
位
で
、
そ
の
後
毎
年
順
位
を
下

げ
た
。
指
標
の
見
直
し
に
対
応
し

た
取
り
組
み
が
で
き
て
い
な
か
っ

た
た
め
で
、
直
ち
に
対
策
チ
ー
ム

を
編
成
し
改
善
を
図
る
。

発
生
か
ら
５
年

た
っ
た
平
成
29

年
７
月
九
州
北

部
豪
雨
の
復
旧

化
と
多
機
能
ト
イ
レ
設
置
の
取
り
組

み
を
教
育
長
に
問
う
。

Ａ
　
洋
式
ト
イ
レ
設
置
率
は
約
７
割
。

自
動
水
栓
化
、
照
明
の
人
感
セ
ン
サ

ー
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点
か
ら

乾
式
化
も
行
っ
て
い
る
。
体
育
館
は

約
６
割
、
屋
外
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は

約
４
割
の
設
置
率
と
な
っ
て
い
る
。

避
難
施
設
と
し
て
の
利
用
が
想
定
さ

れ
る
体
育
館
に
は
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト

対
応
の
多
機
能
ト
イ
レ
の
設
置
を
進

め
て
い
る
。
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
多
様
な
人
た
ち
が
使
い
や
す
い
よ

う
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

緊
急
医
療
電
話

相
談
で
は
外
国

人
や
聴
覚
・
言

語
機
能
に
障
が

い
の
あ
る
方
に
配
慮
し
た
対
応
が
求

め
ら
れ
る
が
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ

い
て
問
う
。

Ａ
　
外
国
人
が
安
心
し
て
相
談
で
き

る
よ
う
「
ふ
く
お
か
国
際
医
療
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
電
話

通
訳
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

ま
た
、
聴
覚
や
発
話
に
困
難
が
あ
る

方
に
は
フ
ァ
ク
ス
で
最
寄
り
の
医
療

機
関
を
案
内
し
て
い
る
。
電
話
で
の

相
談
の
場
合
は
、
手
話
・
文
字
と
音

声
を
通
訳
す
る
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
こ
と
を
お
知
ら
せ

し
て
い
く
。

国
の
制
度
で
は

対
象
と
な
ら
な

い
軽
度
・
中
等

度
の
難
聴
児
へ

の
市
町
村
が
実
施
す
る
補
聴
器
購
入

費
の
県
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
、
新

た
に
支
給
対
象
と
な
っ
た
軟
骨
伝
導

補
聴
器
の
市
町
村
に
よ
る
扱
い
に
差

が
生
じ
て
は
い
け
な
い
。
県
の
対
応

を
尋
ね
る
。

Ａ
　
一
昨
年
度
か
ら
国
の
制
度
で
対

象
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
軟
骨
伝
導

補
聴
器
を
県
の
助
成
制
度
で
も
対
象

小河 誠嗣
（うきは市）

公
明
党

公
明
党

県
立
学
校
の
ト

イ
レ
洋
式
化
、

体
育
館
や
屋
外

ト
イ
レ
の
洋
式

西尾 耕治
（糟屋郡）

松下 正治
（北九州市八幡西区）

永川 俊彦
（大牟田市）

緑
友
会

緑
友
会

と
し
て
い
る
。
国
の
制
度
で
は
医

師
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き

は
支
給
を
認
め
て
い
る
の
で
、
県

の
制
度
に
お
い
て
も
同
様
に
取
り

扱
う
よ
う
市
町
村
に
周
知
し
て
い

く
。

商
工
会
議
所
・

商
工
会
の
機
能

充
実
が
中
小
企

業
支
援
強
化
の

近
道
。
経
営
指
導
員
の
増
員
な
ど
機

能
充
実
へ
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
。

知
事
の
見
解
を
問
う
。

Ａ
　
県
の
支
援
に
よ
り
、
経
営
指
導

員
に
よ
る
巡
回
指
導
や
各
種
商
談

会
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後

は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
中
小

企
業
の
持
続
的
な
成
長
に
向
け
、

新
事
業
展
開
、
新
分
野
開
拓
な
ど

多
様
な
課
題
に
対
応
で
き
る
専
門

家
の
派
遣
、
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
会

な
ど
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
地
域

活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
へ
の

支
援
を
強
化
し
て
い
く
。

拓
志
会

拓
志
会

服
部
知
事
は
就

任
し
て
約
１
年
。

小
川
洋
前
知
事

の
後
継
者
と
し

て
感
じ
る
こ
と
を
含
め
、
小
川
県
政

を
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
問
う
。

Ａ
　
小
川
前
知
事
は
約
10
年
間
、
県

民
生
活
の
安
定
・
安
全
・
安
心
の
向

上
に
全
力
を
尽
く
さ
れ
、
福
岡
県
は

着
実
に
発
展
し
て
き
た
。
私
は
、
知

事
に
就
任
し
、
県
と
い
う
組
織
の
ト

ッ
プ
と
し
て
幅
広
く
情
報
を
集
め
、

最
終
的
な
判
断
・
決
定
を
す
る
こ
と

は
大
変
難
し
く
、
重
い
も
の
と
改
め

て
感
じ
て
い
る
。
小
川
前
知
事
も
、

責
任
の
重
さ
を
日
々
感
じ
な
が
ら
職

務
に
当
た
っ
て
い
た
と
考
え
る
。

岳　康宏
（福岡市中央区）

代表・一般質問詳細は、県議会ホームページをご覧ください。（注）２月定例会の会議録については、６月上旬に掲載される予定です。 ▶https://www.gikai.pref.fukuoka.lg.jp/

中村 香月
（久留米市）

感
の
再
形
成
、
人
間
関
係
の
修
正
が

図
ら
れ
る
。
県
は
児
童
養
護
施
設
に

心
理
療
法
担
当
職
員
の
配
置
を
進
め

て
お
り
、
来
年
度
か
ら
児
童
心
理
治

療
施
設
「
筑
後
い
ず
み
園
」
に
配
置

の
公
認
心
理
師
等
と
知
見
を
共
有
し

て
い
く
。

後藤 香織
（福岡市早良区）

大田 京子
（福岡市南区）

 山本 耕一
（北九州市若松区）

２０２２年 ( 令和４年 )５月発行第４３号

中嶋 玲子
（朝倉市･朝倉郡）


